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研究の目的、体制

• 300 年程度のタイムスケールを対象とした地球

温暖化予測実験の結果を用いて 予測に伴う温暖化予測実験の結果を用いて、予測に伴う
不確実性を定量的に評価する。

• 研究体制研究体制

– 簡略気候モデルを利用した不確実性評価

地球システム統合モデルを利用した不確実性評価– 地球システム統合モデルを利用した不確実性評価



Particle Filterによる過渡気候応答
(TCR)不確実性低減の可能性
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EMICでのパラメータ最適化のための双子実験により、

P ti l Filt が比較的複雑な デル(EMIC)のパラ

表面水温と海洋平均水温との差

（最適化に用いたデータの代表）

・Particle Filterが比較的複雑なモデル(EMIC)のパラ
メータ最適化に適用可能なこと

・海洋の現在気候値に基づいてパラメータ値を推定す
る とにより 将来 応答に関する不確実性も低減しることにより、将来の応答に関する不確実性も低減し
うること

が示された。



陸域生物圏の人為起源CO2吸収量の
確不確実性評価
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Yoshikawa et al (2008)は
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（多次元乱数発生アル
ゴリズム）

Yoshikawa et al. (2008)は
この辺



MIROC-liteと炭素循環過程結合完了
FB calculation Total carbon storage

FB (in ppm)

MIROC‐lite Sim‐CYCLE
CO2 emissionscenarios

Return climatic 
conditions of the most 
appropriate year

Query with globalmean 
surface air temperature 
as the key

「緩やかな結合」の概念図

Output archive of aGCM experiment

（CO2濃度の情報を1年ごとに交換）



炭素循環入りMIROC-liteのキャリブレーション
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GCMによる温暖化実験
とほぼ同様の結果
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→ 統計手法と組み合

わせ、炭素循環フィード
バックなどの不確実性
評価へ応用可能に
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CMIP5 Time Table FY2009 2009.12.21版
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有機炭素エアロゾルの海洋生物起源
ソースの導入による影響

海洋生物起源ソースを考慮することによる 温暖化時の有機エアロゾル増加分
有機炭素エアロゾル濃度増加分 （帯状平均）。

（黒）海洋生物起源ソースを考慮し
ない場合
（赤）考慮する場合（赤）考慮する場合。



Nature geoscienceにおいてResearch 
げhighlightsとして採り上げられる



まとめ

• ＥＭＩＣを用いた不確実性評価実験

– Latin Hypercubeを用いた陸域炭素循環モデルのパラメータ
摂動実験

による 向け デ 結果 不確実性評価→ JAMSTECによるAR4向けモデル結果の不確実性評価

– EMIC(MIROC-lite)と炭素循環モデルとの結合

近 振舞を す うパ タ 整→ GCMに近い振舞を示すようパラメータ調整

• ＧＣＭを用いた不確実性評価実験

– 大気化学モデルの不確実性評価
• 海洋生物起源の有機炭素エアロゾル付加による影響評価

• Nature Geoscience の Research Highlight

– CMIP5プロトコルに基づいたアンサンブル実験を今年度中

に実行予定に実行予定



来年度計画

• 簡略気候モデルを利用した不確実性評価
炭素循環 ドバ クの不確実性定量化に関する– 炭素循環フィードバックの不確実性定量化に関する
実験

• 地球システム統合モデルを利用した

不確実性評価
– CMIP5(AR5向け)プロトコルに沿った実験CMIP5(AR5向け)プロトコルに沿った実験

→特に、20世紀気候再現実験について多くのアンサンブル

個別プロセス導入によるインパクト（鉄輸送過程など）– 個別プロセス導入によるインパクト（鉄輸送過程など）

– 他機関とのモデル結果比較


